
　皆さんは「3days PLASTIC CHALLENGE」
を知っていますか。これは「脱プラスチック生
活」を３日間行うことで、暮らしの中のプラス
チックごみについて意識する取り組みです。多く
のプラスチックごみが海の環境や生態系に影響を
与えるなど、世界的な問題になっています。プラ
スチックごみを減らすためにマイバッグを利用し
たり、分別して再資源化することを心掛けたりと、
地球規模の環境問題に対して私たちが身近にでき
ることを考えてみませんか。
　今年の環境フォーラムは「里山・里川・里海×
里の暮らし」をテーマに、身近な環境に焦点を当
てます。さまざまな団体が行っている活動を紹介
し、皆さんに興味を持ってもらいながら、一緒に
持続可能な環境保全に取り組みましょう。
子どもも楽しめる体験イベント

　会場のイオンモール福津の１階ノースコートで
は、段ボールコンポストの講習会や生き物展示を
行います。またキッズダンスなどのステージイベ
ントや魚釣りごっこ、植物を使ったリース作り、
笹舟作り、まつぼっくりを使ったクリスマスツ
リー作りなどの工作体験を行います。２階のイオ

ンホールでは、伝統工芸津屋崎人形の絵付け体験
やマイはし作り、また市内で環境保全に取り組む
市民団体や教育機関の展示ブースを設けます。缶
バッチ作りや再生可能エネルギー体験、スタンプ
ラリーなども体験できます。詳しくは市公式ホー
ムページをご覧ください。
日時　12月14日（土）10：30～17：00
　　　※イオンホールは12：00～17：00
場所　イオンモール福津

受付期限　12月６日（金）17：00
受付、問い合わせ　市うみがめ課

第15回環境フォーラムinふくつを開催

■発行：福津市　〒811-3293 福岡県福津市中央１-１-１　☎42・1111（代表）　
■編集：まちづくり推進室 　■印刷：久野印刷株式会社

福津市ではSDGs（持続可能な開発目標）の考え方を踏まえた環境保全に取り組んでいます

市うみがめ課☎62・5019　FAX４３・9005
E-mail  umigame@city.fukutsu.lg.jp

環境掲示板

▲昨年も多くの人でにぎわいました

内容 定員費用時間

～津屋崎人形～
モマ笛絵付け体
験チャレンジ！

100円

16人、要予約

60人、要予約
※

1,000円

マイはしづくり
～絵付け体験～

13:00

～

14:30

15:00

～

17:00

内容 定員参加費時間
はじめてみません
か？段ボールコンポ
スト！（予約し、講
習を受けた先着20
人に段ボールコンポ
ストをプレゼント）

100円

無料

要予約
※

要予約、材料
がなくなりし
だい終了

※

予約不要、材
料がなくなり
しだい終了

無料

自然物でリースを
作ろう

まつぼっくりでク
リスマスツリーを
作ろう！

10:30

～

12:00

13:00

～

15:00

15:00

～

17:00

※は空きがある場合に限り、当日参加可

２階イオンホール

１階ノースコート

ス リ ー デ イ ズ ・ プ ラ ス チ ッ ク ・ チ ャ レ ン ジ

広報

冨名腰 まどかちゃん
（日蒔野６区）ふ  な こし

阿部 佐助ちゃん
（日蒔野６区）あ  べ    さ すけ

髙比良 実咲ちゃん
（大和1区）たか ひ  ら    み さき

山口 莉央ちゃん
（東福間９区）やまぐち  り  お

飯田 陸仁ちゃん
（西福間５区）いい だ　りく と

倉元 南実ちゃん
（本木区）くらもと みなみ

渡邉 銀ちゃん
（善福区）わたなべ ぎん

田中 望結ちゃん
（西福間５区）た なか  み  ゆ

石松 万奈ちゃん
（宮司２区）いしまつ　ま  な

守田 葵ちゃん
（原町１区）もり た  あおい

池見 悠真ちゃん
（原町３区）いけ み  ゆうしん

北島 駿ちゃん
（花見４区）きたじましゅん

大山 奏音ちゃん
（宮司西区）おおやま かな と

櫻井 大智ちゃん
（四角区）さくらい だい ち

小林 楓ちゃん
（原町１区）こばやしかえで

中嶋 健雄ちゃん
（大和２区）なかしま けんゆう

岡田 雄翔ちゃん
（花見４区）おか だ  ゆう と

土居 瑞季ちゃん
（日蒔野４区）ど  い   みずき

二分 楓ちゃん
（日蒔野３区）に ぶんかえで

清水 章太郎ちゃん
（日蒔野２区）し みず しょうたろう

宮﨑 陽音ちゃん
（宮司２区）みやざきはる と

河野 一ちゃん
 （原町１区）かわ の はじめ

野見山 律ちゃん
（大和１区）の  み やま りつ

堤田 一平ちゃん
（日蒔野５区）つつみだ いっぺい

矢野 蒼采ちゃん
（緑町区）や  の  あお と

私たちのまち、ふるさと福津の情報がたっぷり
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税に関する大切なお知らせ
人権週間
男女共同参画
郷育かわら版
なかよし通信
まちの観光イベント
情報広場
環境掲示板

　発行月に1歳の誕生日を迎える赤ちゃんの写真を募集しています。赤ちゃんの笑顔を誕生日の記念に広報紙の表紙に飾ってみませんか。　掲載できるのは福津市に住民登録がある赤ちゃんに限ります。写真と乳幼児医療証を持って子育て支援センターなかよしにお越しください。　顔全体を真四角で囲んだとき、はみ出ない構図のプリントをご提出ください。プリントは返却しません。データでは受け付けられません。
　毎号先着27人で、受付期限は、12月生まれの赤ちゃんは11月21日（木）まで、1月生まれの赤ちゃんは12月13日（金）までです。受付、問い合わせ
子育て支援センターなかよし（ふくとぴあ）☎35・8382休館日　月曜日、第2土曜日とそれに続く日曜日、祝日

赤ちゃんの写真を募集！
１歳を迎える

すくす
く

すくす
く

1歳おめ
でとう

1歳おめ
でとうふくつっ
子

ふくつっ
子



納
付
後
、
市
で
確
認
が
取
れ
る
ま

で
に
平
均
し
て
１
週
間
程
度
の
期

間
を
要
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
納

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
期
限

内
に
納
付
が
で
き
な
い
、
納
付
書

が
見
当
た
ら
な
い
、
課
税
の
内
容

が
分
か
ら
な
い
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
放
置
せ
ず
に
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
市
税
な
ど
が
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
納
付
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
支
払

う
必
要
の
な
い
お
金
で
す
が
、
納

期
内
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
を

保
つ
た
め
、
市
で
は
災
害
な
ど
の

特
別
な
事
由
を
除
い
て
、
延
滞
金

の
免
除
は
行
い
ま
せ
ん
。
必
ず
納

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
税
な
ど
が
納
期
限
内
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
納
期
限
か
ら
20

日
後
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
を
発
送
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
し
押
え
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。「
納
付
し
た
の
に

督
促
状
が
来
た
」
と
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
税
な

ど
を
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
で

「
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
」
と
い

う
場
合
で
も
延
滞
金
は
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
国
憲
法
第
30
条
に
納
税
の

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
税

金
は
国
民
の
皆
さ
ん
で
公
平
に
負

担
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
滞
納
を
放
置
す
る
と
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
税
徴
収
法
に
基
づ
く
財
産

調
査
や
住
居
な
ど
の
捜
索
に
よ
り
、

発
見
し
た
預
貯
金
、
給
与
、
生
命

保
険
、
不
動
産
、
動
産
な
ど
の
財

産
の
差
し
押
え
を
行
い
、
金
銭
に

換
え
て
滞
納
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
今
後
も
市
で
は
毅
然
と
し
た
態

度
で
滞
納
処
分
に
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
収
納
課
☎
４

３
・
８
１
１
９

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

る
人
は
、
収
支
の
記
帳
義
務
が
あ

り
ま
す
。
確
定
申
告
や
市
県
民
税

申
告
を
行
う
際
に
、
市
の
申
告
会

場
で
は
、
収
支
内
訳
書
（
青
色
申

告
は
決
算
書
）
が
作
成
済
み
で
な

い
と
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
白
色
申
告
の
人
を
対

象
に
、
帳
簿
か
ら
収
支
内
訳
書
を

作
成
す
る
初
心
者
向
け
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
、

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
12
月
３
日
（
火
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
３
時
、
12
月
11
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30

分
　※

各
回
と
も
同
内
容

場
所
　
市
役
所
別
館
大
ホ
ー
ル

定
員
　
先
着
50
人

受
付
期
限
　
各
開
催
日
前
日
の
午

後
５
時

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
税
務
課

☎
４
３
・
８
１
１
７

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
、

自
動
車
以
外
の
事
業
用
資
産
の
こ

と
で
す
。
所
得
税
ま
た
は
法
人
税

の
計
算
税
務
会
計
上
で
は
減
価
償

却
の
対
象
と
し
て
い
る
資
産
を
指

し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に

な
り
ま
す
。

対
象
　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

事
業
に
利
用
し
て
い
る
償
却
資
産

広報ふくつ3 広報ふくつ 2

が
あ
る
個
人
事
業
主
お
よ
び
法
人

申
告
書
の
配
布
　
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
か
、
市
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
自
様
式
を
使
用
し
て
も
構
い
ま

せ
ん

受
付
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
税
務
課

☎
４
３
・
８
１
１
８

　
不
動
産
の
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

で
、
不
動
産
の
登
記
名
義
人
で
あ

る
所
有
者
で
す
。
所
有
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
所
有
権
移
転
登
記
が

済
む
ま
で
は
、
法
定
相
続
人
が
納

税
義
務
者
と
な
り
、
複
数
い
る
場

合
は
、
相
続
人
は
連
帯
し
て
納
税

義
務
を
負
い
ま
す
。

　
今
年
中
に
相
続
登
記
が
で
き
な

い
場
合
は
、
相
続
人
の
中
か
ら
納

税
通
知
書
な
ど
を
受
け
取
る
代
表

者
を
１
人
定
め
、
令
和
２
年
１
月

31
日（
金
）ま
で
に「
固
定
資
産
税

納
税
義
務
者
及
び
相
続
人
代
表
者

届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
税
務
課

☎
４
３
・
８
１
１
８

納
期
限
を
過
ぎ
る
と

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

督
促
状
を
発
送
し
ま
す

督
促
状
を
発
送
し
ま
す

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
の
あ
る
人
へ

事
業
所
の
皆
さ
ん
は

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す

法
務
局
で
の
相
続
登
記
が

済
ん
で
い
な
い
人
へ

  に関する
なお知らせ

税
大切

き 

ぜ
ん

▲自動車も差し押えの対象です

　
ひ
ま
わ
り
は
、
人
権
の
花
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す｡

今
年
度
も
、

ひ
ま
わ
り
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て

「
い
の
ち
」
や
「
な
か
ま
」
の
大
切

さ
を
学
ぶ
た
め
に
、
光
明
幼
稚
園
と

い
ろ
ど
り
真
愛
保
育
園
、
福
間
小
学

校
で
「
人
権
の
花
運
動
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
10
月
に
は
、
人
権
擁
護

委
員
と
一
緒
に
人
へ
の
優
し
さ
や
思

い
や
り
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　
人
権
啓
発
冊
子
と
人
権
作
文
集
を

作
成
し
て
い
ま
す｡

12
月
以
降
、
各

自
治
会
や
公
共
施
設
、
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

人
権
思
想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事
を

実
施
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
日
本
で
は
、
１
９
４
９
年
か
ら
毎

年
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国

的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
、
広
く
国

民
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
市
で
は
人
権
講
演
会
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
の
期
間
中
に
「
街
頭
啓

発
」
と
人
権
講
演
会
の
開
催
を
伝
え

る
広
報
車
に
よ
る
宣
伝
活
動
を
行
い

　　
基
本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を
定
め

た
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
国
連
で
採

択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
71
年
を
迎

え
ま
す
。
国
連
で
は
採
択
さ
れ
た
12

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
津
屋
崎
中
学

校
２
年
の
大
神
七
星
さ
ん
作
の
標
語

「『
あ
り
が
と
う
』
た
っ
た
５
文
字
の

合
言
葉
」
を
印
刷
し
た
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が
ら
、
命
の

尊
厳
や
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

日
程
　
12
月
４
日
（
水
）

場
所
と
時
間
　
①
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
、
午

前
７
時
30
分
〜
　
②
ル
ミ
エ
ー
ル
福

津
店
、
午
後
１
時
30
分
〜
　
③
レ

ガ
ネ
ッ
ト
福
津
、
午
後
３
時
30
分
〜

　
市
内
外
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
の
児
童
・
生
徒
の
人
権
ポ
ス
タ
ー

や
「
男
女
が
と
も
に
歩
む
」
一
行
詩

表
彰
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
４
日
（
水
）
〜
12
月
10

日
（
火
）　※

９
日
（
月
）
を
除
く

場
所
　
市
中
央
公
民
館

人
権
啓
発
冊
子
と

人
権
作
文
集
の
作
成

人
権
週
間
と
は

街
頭
啓
発
活
動

▲福間小学校の花運動への感謝状贈呈

人
権
学
習
会

人
権
ポ
ス
タ
ー
展

▲昨年の人権ポスター展

▲昨年講演した俳優の宇梶剛士さん

　人
権
週
間
に
は
、
毎
年
全
国
で
人
権
尊
重
の
大
切
さ
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
す
。
市
で
も
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
　人
権
の
世
紀

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
　人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 

　
　未
来
へ
つ
な
ご
う 

違
い
を
認
め
合
う
心
〜



し
め
る
の
か
」
と
、
周
囲
の
保
護
者

た
ち
に
、
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
市
の
女
性
活
躍
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
葛
谷
さ
ん
を
、
市
で
は
男
女
が
と

も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル

に
推
奨
し
ま
す
。
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葛
谷
さ
ん
が
創
業
し
、
代
表
を
務

め
る
「N

atural-G
row

th

」
は
、

海
が
目
の
前
に
広
が
る
、
宮
司
浜
に

あ
り
ま
す
。
葛
谷
さ
ん
は
、
そ
こ
で

「
す
べ
て
の
人
が
自
然
体
の
自
分
を

生
か
し
、
生
き
生
き
と
働
け
る
、
成

長
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
社
会
を
作

る
た
め
の
採
用
や
研
修
の
場
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
内
で
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
、
積
極
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

つ
な
が
り
、
思
い
切
り
働
く
こ
と
を

楽
し
む
姿
は
、
と
て
も
輝
い
て
い
ま

す
。
そ
の
姿
は
「
子
育
て
し
な
が
ら

で
も
、
こ
ん
な
に
も
働
く
こ
と
を
楽

　
市
で
は
、
地
域
活
動
や
グ
ル
ー
プ

活
動
で
役
立
つ
技
術
を
身
に
付
け
、

活
躍
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
９
月
26
日
に
「
男
女
共

同
参
画
人
財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
男
女
共
同
参
画
お
お
た
」
の
坂
田

静
香
さ
ん
で
す
。
坂
田
さ
ん
は
、
自

身
が
講
師
を
務
め
る
講
座
の
ほ
と
ん

ど
が
満
席
に
な
る
こ
と
か
ら
「
カ
リ

ス
マ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
人
で
す
。
「
企
画
・
広
報
・
チ
ラ

シ
」
と
い
う
身
近
な
テ
ー
マ
に
、
郷

づ
く
り
推
進
協
議
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
地
域
の
関
係
者
、
事
業
所
、
団
体

な
ど
か
ら
、
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
坂
田
さ
ん
自
身
の
経

験
を
例
に
し
な
が
ら
、
実
際
の
広
報

と
企
画
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

過
去
に
坂
田
さ
ん
が
実
際
に
作
成
し

た
５
枚
の
チ
ラ
シ
を
見
な
が
ら
、
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ラ
シ
の
良
い

と
こ
ろ
や
悪
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
出

す
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
「
こ
の
チ

ラ
シ
は
難
し
く
感
じ
る
。
行
っ
て
み

た
い
と
は
思
え
な
い
」
「
見
た
目
が

キ
ラ
キ
ラ
し
た
チ
ラ
シ
だ
と
、
ど
ん

な
講
座
な
の
か
と
わ
く
わ
く
す
る
」

な
ど
、
感
じ
た
印
象
を
発
表
し
て
い

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
発
表
を
聞
い

た
坂
田
さ
ん
か
ら
は
「
人
を
集
め
る

た
め
に
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
広
報
だ

け
で
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
企
画
だ
け

で
も
で
き
ま
せ
ん
。
両
方
が
必
要
。

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
チ
ラ
シ
を
作

っ
て
、
参
加
し
て
も
ら
え
る
企
画
作

り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
良
い
企
画
の
た
め
の
流
行
の
リ
サ

ー
チ
、
失
敗
し
た
講
座
の
分
析
な
ど
、

多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
今
回
の
講
座
。

こ
の
学
び
を
今
後
の
仕
事
や
活
動
で

生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
周
り
な
ん
て
気
に
せ
ず
　
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に《

福
間
南
小
学
校
５
年
　
元
森 

絢
音
さ
ん
》

【
中
学
生
の
部
】

　
お
じ
い
さ
ん
は
川
へ
洗
濯
に
　
お
ば
あ
さ
ん
は
山
へ
し
ば
か
り
に
行
っ
て
も
悪
く
は
な
い
。

《
津
屋
崎
中
学
校
３
年
　
中
川 

颯
さ
ん
》

　「
男
」と「
女
」が
い
る
の
で
は
な
く
、「
私
」と「
あ
な
た
」が
い
る
の
で
す
。

《
津
屋
崎
中
学
校
３
年
　
小
西 
愛
実
さ
ん
》

　
歩
み
寄
り
　
み
ん
な
で
進
む
　
家
族
の
道

《
福
間
中
学
校
３
年
　
手
島 

晴
紀
さ
ん
》

　
仕
事
を
し
て
い
る
父
と
母
　
家
事
を
し
て
い
る
父
と
母
　
い
つ
で
も
輝
く
　
２
人
の
笑
顔

《
福
間
中
学
校
３
年
　
石
橋 

朋
実
さ
ん
》

　「
男
ら
し
く
」「
女
ら
し
く
」じ
ゃ
な
く「
自
分
ら
し
く
」を
大
切
に

《
福
間
東
中
学
校
３
年
　
野
口 

美
澪
さ
ん
》

　
男
女
で
協
力
　
疲
れ
は
半
分
　
幸
せ
は
無
限
大

《
福
間
東
中
学
校
３
年
　
新
德 

咲
紀
さ
ん
》

【
高
校
生
の
部
】

　
お
互
い
の
　
手
を
つ
え
に
し
て
　
生
き
て
ゆ
こ
う

《
光
陵
高
校
１
年
　
垣
内 

美
月
さ
ん
》

　
ど
ん
な
と
き
も
　『
男
女
』で
は
な
く
　『
人
』と
し
て

《
光
陵
高
校
１
年
　
高
橋 

優
衣
さ
ん
》

　
家
事
は
、女
性
の
仕
事
、い
い
え
、家
族
の
仕
事

《
光
陵
高
校
２
年
　
竹
浦 

未
来
翔
さ
ん
》

　
未
来
へ
の
　
と
び
ら
を
閉
ざ
す
　
過
去
の
鍵
　
未
来
を
描
こ
う
　
男
女
の
輪

《
水
産
高
校
１
年
　
中
川 

海
夢
さ
ん
》

　
家
事
　
育
児
　
男
に
ま
か
せ
て
　
い
い
ん
だ
よ
！

《
水
産
高
校
１
年
　
藤
木 

涼
さ
ん
》

　
男
女
と
も
に
　
そ
の
人
に
合
っ
た
　
役
割
を

《
水
産
高
校
１
年
　
大
戸 

百
萌
さ
ん
》

　【
小
学
生
の
部
】　

　
男
女
の
さ
か
い
を
と
び
こ
え
て
、自
分
ら
し
さ
を
見
つ
け
に
い
こ
う

《
勝
浦
小
学
校
５
年
　
荻
原 

海
晴
さ
ん
》

　「
わ
た
し
ら
し
さ
」「
あ
な
た
ら
し
さ
」　
１
人
１
人
の「
自
分
ら
し
さ
」

《
上
西
郷
小
学
校
５
年
　
片
山 

葵
さ
ん
》

　
男
も
女
も
と
も
に
歩
も
う
　
そ
う
す
れ
ば
み
ん
な
が
１
人
１
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
と
め
合
う
　
す
て
き
な
ま
ち
に
な
れ
る

《
神
興
小
学
校
４
年
　
橋
本 

直
大
さ
ん
》

　「
ぼ
く
は
」「
私
は
」夢
を
堂
々
と
言
え
る
世
の
中
に

《
神
興
東
小
学
校
６
年
　
木
村 

さ
く
ら
さ
ん
》

　「
男
の
色
」「
女
の
色
」じ
ゃ
な
い
　
大
切
な
の
は「
自
分
の
色
」

《
津
屋
崎
小
学
校
５
年
　
中
島 

ひ
な
た
さ
ん
》

　
せ
い
別
　
さ
別
　
無
く
し
て
い
こ
う
よ
　
未
来
へ
と

《
福
間
小
学
校
４
年
　
小
田
部 

憲
吾
さ
ん
》

令
和
元
年
度

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
」一
行
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　優
秀
作
品

　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
、男
女
が

と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を

一
行
詩
に
表
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

な
か
し
ま

は
し
も
と  

な
お
ひ
ろ

か
た
や
ま 

あ
お
い

お
ぎ
は
ら  

か
い
せ
い

き 

む
ら

お  

た   

べ    

け
ん 

ご

も
と
も
り  

あ
や  

ね

な
か
が
わ  

そ
う

こ 

に
し   
ま
な 
み

て 

し
ま   

は
る 

き

い
し
ば
し  

と
も 

み

の 

ぐ
ち    

み 

れ
い

た
か
は
し
　
ゆ
　
い

た
け
う
ら
　
み
　
く
　
と

か
き
う
ち
　
み  

つ
き

し
ん
と
く   

さ  

き

な
か
が
わ  

か
い 

む

ふ
じ 

き  

り
ょ
う

お
お  

と     

も  

も

目
指
そ
う

　
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

目
指
そ
う

　
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

市
男
女
共
同
参
画
推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

今
年
度
の
推
進
モ
デ
ル

▲講演する坂田さん

男
女
共
同
参
画
人
財
育
成
セ
ミ
ナ
ー

「
仕
事
も
育
児
も
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て
い
ま
す
」

　市
で
は
「
福
津
市
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
家
庭
や
地
域
な
ど
で
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
市
民
や
団
体
を
推
進
モ
デ
ル
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
推
進
モ
デ
ル
や
男
女
が
と
も
に

歩
む
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。葛

谷 
美
里
さ
ん

か
つ 

た
に      

み  

さ
と

「
人
が
集
ま
る
講
座
と
チ
ラ
シ
の
作
り
方
」

▲「男女がともに歩むまちづくり・ふくつ」
　 のシンボルマーク

ナ
チ
ュ
ラ
ル
　 

グ
ロ
ー
ス
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市
内
の
愛
好
家
の
作
品
で
す
。
作
品
は
数
カ
月
に
１
度
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
11
月
16
日
（
土
）
〜
12
月
15
日
（
日
）
の
消
印
有
効
　※

募
集

期
間
以
外
の
応
募
は
無
効

対
象
　
市
内
在
住
の
人
　※

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
か
ら
の
一
括
応
募
は

不
可
。
１
人
１
枚
、
期
間
ご
と
に
１
首
に
限
る
。
必
要
事
項
の
記
入
漏
れ
、

応
募
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
る
応
募
は
無
効

応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
の
別
、
作
品
１
首
を
記
入
し
郵
送
。
作
品
に
は
、
常
用
漢
字
を
使
い
、

楷
書
で
記
入
。
常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
を
使
う
と
き
は
、
必
ず
振
り
仮
名

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
月
な
ど
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
、
送
り
先
　
〒
８
１
１-

３
２
２
４
　
福
津
市
手
光
２
２
２
２

番
地
　
福
津
市
中
央
公
民
館
☎
４
３
・
２
１
０
０

【
俳
句
】

楽
し
げ
に
氷
い
ち
ご
の
山
崩
す

た
そ
が
れ
に
朱
の
実
あ
ざ
や
か
烏
瓜

草
刈
の
虫
を
探
し
て
ト
ン
ボ
舞
う

秋
日
和
空
に
と
ど
ろ
く
花
火
か
な

【
川
柳
】

寝
て
る
は
ず
な
の
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
え
さ
せ
ず

免
許
返
納
鍛
え
て
い
ま
す
老
骨
を

【
短
歌
】

飯
盛
山
を
桜
花
が
お
お
い
つ
く
す
と
う

出
城
の
兵
ら
も
眺
め
た
り
け
ん

三
十
五
度
灼
熱
の
陽
は
海
に
落
ち

茜
の
空
に
新
月
涼
し

古
澤
　
佳
代
子

藤
井
　
和
子

安
部
　
敏
朗

宮
本
　
瞳

都
合
　
ス
ミ

中
原
　
恵
子

佐
々
木
　
和
彦

髙
武
　
志
加
子

し
ゃ
く
ね
つ
　
　
ひ

あ
か
ね

か
ら
す
う
り

地 域 の 日

　
神
興
東
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
で

は
毎
年
子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
の

イ
ベ
ン
ト
「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を

神
興
東
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
は
、
肝
試
し
で
す
。
保

護
者
や
中
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
叫
び
声
を
上
げ
な
が
ら
も
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
竹
の
水
鉄
砲
作
り
や
ス
イ

カ
割
り
な
ど
、
総
勢
１
２
０
人
の

参
加
者
が
、
み
ん
な
笑
顔
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

▲ 自分で作った水
鉄砲で水を飛ばし
合う子どもたち

今回は青少年育成市民の会の活動を紹介します。

神興東
アンビシャス広場

今回はアンビシャス広場の活動を紹介します。

学
校
給
食
に

ル
ー
マ
ニ
ア
料
理
が
登
場

　
ル
ー
マ
ニ
ア
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
市
内
小
中
学
校
で
は
９
月
の

給
食
の
献
立
に
チ
ョ
ル
バ
（C

iorba

）

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
チ
ョ
ル
バ
と
は
、

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
地
域
で
食
さ
れ

て
い
る
ス
ー
プ
の
こ
と
で
、
ル
ー
マ
ニ

ア
の
郷
土
料
理
で
も
あ
り
ま
す
。
一
般

に
具
だ
く
さ
ん
で
、
酸
味
の
あ
る
こ
と

が
特
徴
で
、
中
に
入
る
具
に
よ
っ
て

「
○
○
の
チ
ョ
ル
バ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

給
食
で
も
好
評
で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
レ
シ
ピ
を
参
考

に
ご
家
庭
で
も
い
か
が
で
す
か
。

　福津市と古賀市は柔道ルーマ
ニアチームの東京2020オリン
ピック事前キャンプ地です。
問い合わせ　市郷育推進課☎６２・５０７9

▲給食で出された鶏肉のチョルバ（中央）

応援しよう！
柔道ルーマニア

チーム

連絡先 村上良明☎080･3973
･8932

連絡先 井本雅文☎090･9796
･1099

連絡先 永島和美☎52・5610

連絡先 満生忠雄☎43・2420

１
２
３
４
５
６
7
8
9

１位 ２位
福 田　　豊
猪俣　征雄
松尾　正久
花田　和彦
石井　隆夫
木 植　　宏
中 嶋　　一
堺　　高 之
春藤　哲夫

吉田　哲雄
宮崎　良一
山崎　和夫
佐藤　辰夫
堺屋　光男
柴 田　　広
宗 平　　正
相部　清人
大塚　俊一

A
B
C

１位 ２位
魚住　洋二
永島　和美
冨永　直邦

岩 谷　　厳
佐藤　辰夫
島崎　一彦

１
２
３
４
５
６

１位 ２位
大野　政嗣
佐藤　 　弘
松尾　正久
箱島　　 孝
木植　　 宏
春藤　哲夫

向 井　麻 郎
的 野　信 行
藤井　 　修
佐 藤　辰 夫
柴田　　 広
城 野　正 雄

A
B
C
D
Ｅ

１位 ２位
北原　秀誠
村本　健次
宇都　一男
秋山　元治
邑中　芳明

滝 口　純 一
松 田　滝 男
中 村　勝 利
木 道　健 一
加口　　 修

 福津市実年囲碁会

 津屋崎囲碁同好会

福津市将棋同好会

 福津市囲碁会

の囲碁・将棋会 上位者のみ掲載、
敬称略月9

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
福
津
。こ
の
福
津
と
い
う「
郷
」

で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
地

域
を
育
て
て
い
け
た
ら
。
皆
さ
ん
も一緒
に
「
郷
育
」

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推
進
課
☎
６
２
・
５
０
７
８
　

ご
う
い
く

▲公道を走る選手と、自転車で伴走
するボランティアスタッフ

▲昨年は、県民大会出場選手や新成
人も参加しました

　
市
成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会
を

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）
に
開

催
し
ま
す
。
旧
福
間
町
の
と
き
か

ら
数
え
、
今
回
で
65
回
目
を
迎
え

る
こ
の
大
会
は
、
津
屋
崎
千
軒
の

し
お
さ
い
通
り
や
大
峰
山
な
ど
を

走
り
ま
す
。

　
例
年
、
地
域
や
企
業
で
編
成
さ

れ
た
約
50
チ
ー
ム
、
約
５
０
０
人

の
選
手
が
参
加
し
ま
す
。
上
位
を

目
指
し
た
り
、
職
場
や
地
域
の
親

睦
を
深
め
た
り
と
、
各
チ
ー
ム
さ

ま
ざ
ま
な
目
標
を
持
っ
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
会

が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
大
会
へ
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

大
会
日
時
　
令
和
２
年
１
月
12
日

（
日
）
午
後
１
時
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
　
津
屋
崎
小

学
校

チ
ー
ム
編
成
　
監
督
１
人
、
選
手

６
人
、
補
欠
６
人
以
内
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
１
人
以
上

募
集
定
員
　
50
チ
ー
ム

受
付
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
。
申
込
書
は
窓
口
や
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す

受
付
期
限
　
12
月
10
日
（
火
）

ル
ー
ル
説
明
会
　
12
月
19
日

（
木
）
午
後
７
時
30
分
〜

場
所
　
市
役
所
別
館
大
ホ
ー
ル

成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

郷育カレッジ
受講生募集

　詳しくは、市公式ホームページの郷育
カレッジ講座一覧や公共施 設に置いて
いる冊子をご覧ください。

　郷育カレッジでは、地域の「ひと、もの、こと」を
題材に、ふるさと、健康福祉、環境、生きがいなど
さまざまな分野の講座を開催しています。

　定員に達していない講座などは、年度途中から
の申し込みも可能です。12月開催の講座で、まだ
申し込み可能な講座を紹介します。

開講期間　令和2年3月まで
対象　小学生以上で市内に在住、通勤、通学している人
入学金　初年度のみ500円
年会費　大人1,000円、高校生以下300円
※別途費用が必要な講座もあります

　火災予防や災害時の備えについ
て、消防隊員が分かりやすく話し

ます。

いのち・財産を守る火災予防！
１０：００～１２：００　市中央公民館

24
12/

火

　シミュレーションゲーム「クロ
スロード」を使って、男女共同参
画と防災について学びましょう。

災害対応力を高めるワークショップ
「クロスロード」で楽しく学ぼう
１０：００～１１：３０　市中央公民館10

12/
火

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

参
加
チ
ー
ム
募
集

対
象
　
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
　
50
人
程
度

内
容
　
コ
ー
ス
沿
道
の
交
通
整
理

や
応
援
者
整
理
　※

弁
当
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん

受
付
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル

受
付
期
限
　
12
月
２
日
（
月
）

備
品
配
布
会
　
12
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

場
所
　
市
役
所
別
館
大
ホ
ー
ル

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推

進
課
☎
６
２
・
５
０
７
９
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
４
３
・
９
０
０
４
、
メ
ー
ル

goiku@
city.fukutsu.lg.jp
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　笑
っ
て「
話
」し
て「
和
」ん
で

子
育
て
の「
輪
」を
広
げ
ま
せ
ん

か
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
胎
児
サ
ー
ク
ル

「
ぽ
っ
ぽ
の
会
」に
来
ま
せ
ん
か

わわ話

わわ
和

わわ輪

▲同じ境遇で育児をしている心強い仲間がいます

【問い合わせ】子育て支援センターなかよし
　　　　　　☎35･8382

▲市こどもの国
　ホームページ

　市は、乳幼児の子育てを応援しています。み
んなで手を取り合って健やかな子どもを育てま
しょう。こどもの国ホームページでは市内の子
育て施設やサービスなどを紹介しています。

　
乳
幼
児
向
け
の
ボ
ー
ル
プ
ー

ル
や
大
型
遊
具
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
思
い
き
り
体
を
動
か
し
て

遊
び
ま
し
ょ
う
。
普
段
あ
ま
り

で
き
な
い
よ
う
な
跳
ん
だ
り
は

ね
た
り
す
る
動
き
を
、
室
内
で

楽
し
め
る
の
で
、
小
さ
い
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
保
護
者
に
も
お

勧
め
で
す
。

日
時
　
12
月
５
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所
、
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
☎ 

３
５
・
８
３

８
２

　
月
に
一
度
、
お
も
ち
ゃ
病
院

を
開
院
し
て
い
ま
す
。
大
好
き

な
お
も
ち
ゃ
や
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
も
の
、
か
つ
て
保
護
者

が
遊
ん
で
い
て
、
わ
が
子
に
も

ぜ
ひ
遊
ば
せ
た
い
と
思
う
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
が
診
察
し
、
修
理
を

し
ま
す
。

日
程
　
12
月
20
日
（
金
）

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
実
施

受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後

３
時

費
用
　
1
つ
に
つ
き
１
０
０
円

　
※
部
品
代
が
別
途
必
要

場
所
、
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
☎ 

３
５
・
８
３

８
２

　
楽
し
い
催
し
物
や
ゲ
ー
ム
を

し
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。
な
お
フ
ク
ス
タ

を
初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
登

録
が
必
要
で
す
。

日
時
　
12
月
21
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時

対
象
　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
　
※
大
人
は
入
場
不
可

場
所
、
問
い
合
わ
せ
　
児
童
セ

ン
タ
ー
フ
ク
ス
タ
☎
４
３
・
８

３
５
６

　
双
子
や
三
つ
子
な
ど
の
保
護

者
が
集
う
多
胎
児
サ
ー
ク
ル

「
ぽ
っ
ぽ
の
会
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。
毎
月
１
回
、
ふ
く
と
ぴ

あ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
多
胎
児
育
児
の
本
当
の
大
変

さ
は
、
当
事
者
に
し
か
分
か
ら

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぽ

っ
ぽ
の
会
代
表
の
五
島
千
里
さ

ん
は
、
中
学
生
の
双
子
を
持
つ

先
輩
お
母
さ
ん
で
、
毎
回
、
活

動
に
訪
れ
る
保
護
者
に
「
が
ん

ば
っ
て
い
る
ね
」
「
来
る
の
大

変
だ
っ
た
で
し
ょ
、
よ
く
来
て

く
れ
た
ね
」
と
、
不
安
や
焦
り

を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
に
声
を
か

け
ま
す
。

　
参
加
者
は
お
互
い
に
「
毎
日

が
運
動
会
の
よ
う
」
「
イ
ラ
イ

ラ
し
て
時
々
自
分
が
爆
発
し
そ

う
に
な
る
」
「
家
事
が
で
き
な

い
」
「
買
い
物
に
い
け
な
い
」

「
不
安
が
押
し
寄
せ
て
く
る
」

と
悩
み
を
共
有
し
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
経
験
豊
富
な
会
員
が
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　
ぽ
っ
ぽ
の
会
で
は
「
多
胎
児

も
育
児
を
し
や
す
い
街
」
を
目

指
す
熱
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

「
も
し
、
街
で
困
っ
て
い
そ
う

な
双
子
の
保
護
者
を
見
か
け
た

ら
『
怪
し
ま
れ
る
か
も
』
『
お

せ
っ
か
い
か
も
』
と
思
わ
ず
に

声
を
か
け
、
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
い
」
と
、
五
島
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

　
参
加
者
が
活
動
か
ら
帰
る
と

き
に
は
、
す
っ
か
り
笑
顔
に
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
連
れ

て
外
出
す
る
の
は
大
変
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

なかよし通 信

情 

報
コ
ー
ナ
ー

て
育
子
の
児

乳
幼

あ
い
あ
い
タ
イ
ム

お
も
ち
ゃ
病
院

児
童
セ
ン
タ
ー
・
フ
ク
ス
タ

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
ゴ
ス
ペ
ル
曲
と
な
じ
み
の
曲

を
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
お
届

け
し
ま
す
。
歌
詞
カ
ー
ド
を
見

な
が
ら
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
12
月
１
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
午
後
３
時

　
３
人
の
美
し
い
歌
声
や
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
７
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
午
後
３
時

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
の
人
な
ど
誰
で
も
気

軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。
　

日
時
　
12
月
17
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
　 

費
用
　
茶
菓
子
代
と
し
て
１
０

０
円

　
美
し
い
管
弦
楽
の
演
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
18
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
正
午

　
書
と
て
ん
刻
の
教
室
で
す
。

日
時
　
12
月
の
毎
週
金
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
　※

要
予
約

費
用
　
１
回
千
円

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
津
屋
崎

千
軒
な
ご
み
☎
５
２
・
２
１
２

２　
福
津
の
ス
テ
キ
な
写
真
を
写

真
共
有
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
募
集

中
で
す
。
あ
な
た
の
見
つ
け
た

福
津
の
ス
テ
キ
な
風
景
、
瞬

間
、
人
な
ど
、
と
っ
て
お
き
の

写
真
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ふ
く
つ
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
限
　
12
月
20
日
（
金
）

募
集
テ
ー
マ
　
市
内
で
撮
影
さ

れ
た
写
真
　※

イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
上
で
の
応
募
と
な
り
ま
す

　
福
間
海
岸
の
観
光
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
ビ
ー
チ
ハ
ウ

ス
」
と
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
コ

ン
テ
ナ
倉
庫
の
壁
面
の
デ
ザ
イ

ン
と
描
画
者
を
公
募
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
し
た
団
体
・
個

人
に
描
画
い
た
だ
き
ま
す
。

「
こ
こ
で
写
真
を
撮
り
た
い
」

「
み
ん
な
に
教
え
た
い
」
そ
ん

な
福
津
の
観
光
を
盛
り
上
げ
る

ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

募
集
テ
ー
マ
　
＃
福
津
ス
テ
キ

（
完
成
し
た
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト

の
前
で
写
真
を
撮
り
た
く
な
る

よ
う
な
、
写
真
映
え
す
る
デ
ザ

イ
ン
）

応
募
資
格
　
①
福
津
の
未
来
の

観
光
に
つ
い
て
応
援
い
た
だ
け

る
学
生
・
社
会
人
の
団
体
、
個

人
　
②
結
果
発
表
後
か
ら
令
和

２
年
３
月
31
日
ま
で
に
作
品
を

描
画
し
完
成
さ
せ
る
こ
と

受
付
期
限
　
12
月
20
日
（
金
）

必
着

審
査
、
発
表
　
令
和
２
年
１
月

下
旬

　
大
人
気
の
「
福
津
マ
ル

シ
ェ
」
を
今
月
も
開
催
。
福
津

の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
花
、

特
産
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
28
日
（
木
）
、
11

月
29
日
（
金
）

場
所
　
ふ
っ
く
る

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
ふ
く
つ

観
光
協
会
☎
４
２
・
９
９
８
８

Pickup Events まちの観光イベントをご紹介

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

ふ
く
つ
観
光
協
会

ふ
っ
く
る
の
福
津
マ
ル
シ
ェ

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

ク
ワ
イ
ア
カ
フ
ェ

Ｂ・
ジ
ン
ジ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
津
屋
崎

青
山
正
泉
木
ご
こ
ろ
書
の
会

あ
お
や
ま
せ
い
せ
ん

福
間
海
岸
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
の

ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
を
描
こ
う
！

デ
ザ
イ
ン
・
描
画
者
募
集

＃
福
津
ス
テ
キ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９

　津屋崎漁港の近郊ではかきの養殖
が盛んです。その名も「津屋崎千軒
かき」。今年も11月23日（土・祝）
から販売と、焼きがきなどが楽しめ
るかき小屋を開店します。なお、水
揚げの状況により変更する場合があ
ります。
かきの販売　お魚センターうみがめ、
あんずの里市、ふれあい広場ふくま
かき小屋
日時　火曜日以外の11:00～14:30　
場所　お魚センターうみがめ横アー
ケード内
問い合わせ　宗像
漁協津屋崎支所☎
52・0053

今日の「いいざい」
福津の海で育った津屋崎千軒かき

問い合わせ　福津いいざい☎72･6333

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

漁師自慢の逸品の▶
津屋崎千軒かき

藍染め体験
　インド藍でハンカチを染めます。自分で染めるためのインド藍染
料セット付きです。予約が必要です。
日時　12月2日（月）10：00～12：00
費用　2,０００円　　持参品　ビニール手袋、エプロン
ジュエリーとプリザーブドフラワーのコラボ作品展

　アメリカの貴金属制作会社で活躍したジュエリー作家Tokikoさ
んと米山聖子さんのプリザーブドフラワーの作品展です。
期間　12月3日（火）～12月10日（火）　※10日は12：00まで
大人のためのお話会

　梅田恵子さんが日本や外国の昔話を語ります。冬の夜、日常の生
活を少し忘れて、ほっとした自分の時間を楽しみませんか。
日時　12月13日（金）18：30～
藍の家放送局

　クリスマスライブです。マリリンさん、シャカさん、カヨさんによる懐
かしい曲のオンパレードです。
日時　12月15日（日）13：00～15：00
●受付、問い合わせ　津屋崎千軒民俗館藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　10：00～16：00　（日曜日は10：00～17：00）



問
い
合
わ
せ
　
県
世
界
遺
産
室
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
６
２

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
飲
酒

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
病

気
で
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
否
認
の
病
気

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
な
か
な
か

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
難
し
い

病
気
で
も
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
と
は
ど
ん
な
病
気
か
学

び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
11
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

場
所
　
県
宗
像
総
合
庁
舎
（
宗
像

市
）

費
用
　
無
料

受
付
期
限
　
11
月
29
日
（
金
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
県
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
☎
３

６
・
２
４
７
３

演
題
　
①
ヤ
マ
ト
王
権
と
沖
ノ
島

祭
祀
　
②
宗
像
地
域
に
お
け
る
古

墳
時
代
首
長
の
対
外
交
渉
と
沖
ノ

島
祭
祀

講
師
　
①
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博

物
館
名
誉
館
長
　
白
石
太
一
郎
さ

ん
　
②
佐
賀
大
学
教
授
　
重
藤
輝

行
さ
ん

受
付
方
法
　
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み

受
付
期
限
　
11
月
27
日
（
水
）

　
市
内
の
市
立
小
学
校
の
通
学
区

域
は
、
行
政
区
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
勝
浦
小
学
校
に

は
通
学
区
域
の
枠
を
越
え
て
転
入

学
で
き
る
「
勝
浦
小
学
校
入
学
特

別
認
可
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
勝
浦
小
学
校
は
、
１
ク
ラ
ス
15

人
以
下
を
基
本
と
し
、
全
校
児
童

数
は
現
在
82
人
と
小
規
模
で
す
。

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
協
働
で
子

ど
も
の
育
成
に
取
り
組
み
、
豊
か

な
自
然
や
伝
統
文
化
を
生
か
し
た

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
転
入
学

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
実
際
に

学
校
を
見
学
し
、
面
談
を
行
い
、

教
育
方
針
に
賛
同
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
け
入
れ

児
童
数
は
各
学
年
で
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
で

決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

書
類
配
布
開
始
日
　
11
月
18
日

（
月
）

書
類
配
布
場
所
　
市
学
校
教
育
課

受
付
期
間
　
12
月
２
日
（
月
）
〜

12
月
13
日
（
金
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
学
校
教

育
課
☎
６
２
・
５
０
９
０

学
校
見
学
の
問
い
合
わ
せ
　
勝
浦

小
学
校
☎
５
２
・
０
３
６
４

　
福
津
・
宗
像
両
市
、
福
岡
県
、

宗
像
大
社
で
構
成
す
る
「
神
宿
る

島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
保
存
活
用
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
歴
史
講
座
で
す
。
予
約
が
必
要

で
す
。

日
時
　
12
月
7
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
　
※
受

付
午
後
１
時
〜

場
所
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

定
員
　
80
人
　
※
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に
は
開
催

日
の
1
週
間
前
ま
で
に
メ
ー
ル
で

通
知

費
用
　
無
料

用
さ
れ
る
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
で

す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
、
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
は
「
業
務
改
善
助

成
金
」
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
　
１
時
間
８
４
１
円

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
局
賃
金

 

県
の
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か

ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低

賃
金
は
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

室
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７

８　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
生
活
保

護
の
要
件
や
申
請
方
法
、
受
給
中

の
借
金
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
電

話
で
受
け
ま
す
。
相
談
は
司
法
書

士
が
受
け
、
無
料
で
応
じ
ま
す
。

ま
た
必
要
に
応
じ
、
行
政
機
関
へ

の
同
行
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
14
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

相
談
電
話
、
問
い
合
わ
せ
　
県
司

法
書
士
会
事
務
局
☎
０
９
２
・
７

２
２
・
４
１
３
１

　
賃
金
、
解
雇
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問
題
に
つ
い

て
、
若
手
の
司
法
書
士
が
電
話
で

相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
８
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
・
０

３
３
・
５
４
４

問
い
合
わ
せ
　
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
梶
原
さ
ん
☎
０
９
３
・
３

８
３
・
７
０
９
６

　
福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会

と
福
岡
市
の
共
催
に
よ
る
相
談
会

で
す
。
土
地
家
屋
調
査
士
や
不
動

産
鑑
定
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、

弁
護
士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門
職

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
企
業

か
ら
の
相
談
も
受
け
ま
す
。
予
約

は
不
要
で
す
。

日
時
　
12
月
７
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
※
受
付
は
午
後

３
時
30
分
ま
で

場
所
　
福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
あ
い
れ
ふ
（
福
岡
市
中
央

区
）

定
員
　
先
着
1
0
0
人

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
専
門
職
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
局
☎
０
９
２
・

７
４
１
・
５
７
８
０

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
い
る
制
度
で
す
。
全

て
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
１
台
ご
と

に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

加
入
な
し
に
運
行
す
る
こ
と
は
法

令
違
反
で
す
。
必
ず
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
九
州
運
輸
局
福
岡

運
輸
支
局
☎
０
９
２
・
６
７
３
・

１
１
９
１

ち
か
　

全
国一斉

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
を
開
設

世
界
遺
産
の
公
開
講
座
を

開
催

勝
浦
小
学
校
へ
の

転
入
学
申
請
の
受
付

最
低
賃
金
額
の

改
定

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催

生
活
保
護
電
話
相
談
会
を

実
施

自
賠
責
保
険・共
済
へ
の

加
入
は
義
務
で
す

く
ら
し・事
業

な
ん
で
も
相
談
会
を
開
催

く
る
開
館
中
は
、
ふ
っ
く
る
内
に

あ
る
従
来
の
大
型
返
却
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
時
間
　

平
日
　
午
後
６
時
30
分
〜
翌
日
の

午
前
９
時

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午
後
５

時
〜
翌
日
の
午
前
９
時

※
12
月
30
日
（
月
）
午
後
5
時
〜

令
和
２
年
１
月
４
日
（
土
）
午
前

９
時
は
利
用
不
可

場
所
　
ふ
っ
く
る
前

返
却
で
き
る
も
の
　
市
立
図
書
館

と
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
図
書
館
の

本
、
雑
誌

返
却
で
き
な
い
も
の
　
視
聴
覚
資

料
や
Ｃ
Ｄ
付
き
の
本
な
ど
と
、
市

外
の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
た
本

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
☎
４

２
・
８
０
０
０

　
福
間
駅
の
改
札
階
に
あ
る
行

政
・
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
ふ
っ
く
る
」
で
、
図
書
の
夜
間

返
却
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
図
書
の
回
収
は
１
日
１
回
で
、

市
立
図
書
館
と
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー

ジ
図
書
館
の
両
館
の
閉
館
日
に
は

回
収
を
行
い
ま
せ
ん
。
返
却
手
続

き
が
完
了
す
る
ま
で
日
数
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
ふ
っ

福
間
駅
で

夜
間
に
本
の
返
却
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

福
間
駅
で

夜
間
に
本
の
返
却
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
現
在
も
な
お
存
在
す
る
、
部
落

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
た
め
に

「
福
津
市
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま

す
。
こ
の
計
画
の
素
案
に
対
す
る

意
見
や
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
意

見
や
提
案
に
対
し
て
、
個
別
に
回

答
は
し
ま
せ
ん
が
、
審
議
し
た
結

果
は
、
個
人
情
報
を
除
い
て
公
表

し
ま
す
。

素
案
の
公
開
、
意
見
の
募
集
期
間

11
月
25
日
（
月
）
〜
12
月
24
日

（
火
）

素
案
の
閲
覧
と

意
見
提
出
箱
の
設
置
場
所

市
役
所
、
市
立
図
書
館
、
ふ
く
と

ぴ
あ
、
中
央
公
民
館
、
宮
司
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
津
屋
崎

行
政
セ
ン
タ
ー
、
カ
メ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
図
書
・
歴
史
資
料
館

※
各
郷
づ
く
り
拠
点
施
設
で
は
閲

覧
の
み
可

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
個
人
や
団
体
な
ど

意
見
提
出
方
法

意
見
は
紙
に
書
く
か
、
メ
ー
ル
な

ど
の
必
ず
形
に
残
る
方
法
で
、
個

人
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、
団
体

の
場
合
は
団
体
の
名
称
と
代
表
者

の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

郵
送
で
提
出
す
る
場
合

〒
８
１
１
‐
３
２
９
３
（
住
所
不

要
）
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
宛

※
12
月
24
日
（
火
）
消
印
有
効

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

提
出
す
る
場
合

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
意
見
の
提
出

は
こ
ち
ら
か
ら
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

所
定
の
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
く

だ
さ
い
　

メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合

info@
city.fukutsu.lg.jp

に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
送
信

デ
ー
タ
が
10
M
B
を
超
え
る
と
受

信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

フ
ァ
ク
ス
で
提
出
す
る
場
合

F
A
X
4
3
・
3
1
6
8
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
受
信
確
認
の
た
め
、

送
信
後
に
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

に
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
民
意
見
公
募
手

続
き
の
内
容
に
つ
い
て
　
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
☎
4
3
・
8
1
1

3
　
素
案
に
つ
い
て
　
市
人
権
政

策
課
☎
４
３
・
８
１
２
９

福
津
市
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

市
民
意
見
を
公
募
し
ま
す

福
津
市
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

市
民
意
見
を
公
募
し
ま
す

福
津

市
役

所
代

表
電話  ☎42・1111

福
津
市・宗

像
市
の
市

外局番は0940です。

広報ふくつ11 広報ふくつ　10

情報広場



P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所
まちづくり推進室行

フリガナ
名前

住所　〒　　 -

電話番号

年齢

歳

※名前と住所は必ず記入してください

男
　・
　女

ペンネーム

　広報ふくつおしらせ版をお読みいただきあり
がとうございます。はがき裏面の質問にご回答
のうえ、63円切手を貼って郵送するか、市役所、
市立図書館、津屋崎行政センターの意見箱に投
函してください。
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郵送する場合

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
県
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
☎
３

６
・
６
０
９
８

　
厚
生
労
働
省
の
生
活
相
談
充
実

事
業
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
か
た
か

ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
日

常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
嫌

が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で

の
相
談
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電

話
☎
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０

８　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
が
実
施
す
る
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。
対
象
は
高
校
、

短
期
大
学
、
大
学
や
外
国
の
高
校

・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る

子
ど
も
の
家
庭
で
す
。
な
お
金
利

や
返
済
期
間
は
家
庭
の
状
況
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

融
資
額
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３

５
０
万
円
以
内

金
利
　
年
１
・
66
％
　
※
令
和
元

年
11
月
1
日
現
在

返
済
期
間
　
15
年
以
内

問
い
合
わ
せ
　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
０

８
６
５
６

　
福
岡
刑
務
所
で
は
、
刑
務
所
の

役
割
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
施
設
見

学
や
刑
務
所
で
の
作
業
製
品
の
即

売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
、
刑
務
所
内
に
駐
車
場
も
あ

り
ま
す
。

日
時
　
12
月
７
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
、
12
月
８
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分

場
所
　
福
岡
刑
務
所
（
宇
美
町
）

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
刑
務
所
☎
０

９
２
・
９
３
２
・
０
３
９
５

検
査
を
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
検
査
結
果
は
12
月
９
日

（
月
）
以
降
に
本
人
へ
直
接
伝
え

ま
す

日
時
　
12
月
５
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

場
所
　
県
宗
像
総
合
庁
舎
（
宗
像

市
）

内
容
　
採
血
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅

毒
迅
速
検
査
　
※
検
査
結
果
は
採

血
の
約
１
時
間
後
に
本
人
へ
直
接

伝
え
ま
す

　
毎
年
12
月
１
日
は
、
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
で
す
。
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延

防
止
と
患
者
、
感
染
者
に
対
す
る

差
別
・
偏
見
の
解
消
を
図
る
た
め

に
は
、
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
ま

ん
延
防
止
の
た
め
に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
で
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ

せ
て
、
匿
名
で
無
料
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅

速
検
査
と
、
定
例
検
査
の
時
間
延

長
を
行
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
予
約

が
必
要
で
す
。
な
お
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速

検
査
で
は
、
同
時
に
梅
毒
の
迅
速

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日
（
月
）
正
午
〜

午
後
３
時

場
所
　
県
遠
賀
分
庁
舎（
水
巻
町
）

内
容
　
採
血
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅

毒
迅
速
検
査
　
※
希
望
者
は
採
尿

に
よ
る
淋
菌
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

時
〜
正
午

　
回
数
券
を
購
入
ご
と
に
無
料
券

を
３
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

期
間
　
11
月
25
日
（
月
）
、
11
月

27
日
（
水
）

　
70
歳
以
上
の
人
は
ヘ
ル
ス
ト
ロ

ン
を
１
人
１
回
20
分
ま
で
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

　
１
時
間
４
０
０
円
で
利
用
で
き

　
季
節
の
草
花
を
押
し
花
に
し
て

美
し
い
世
界
を
作
り
上
げ
ま
す
。

期
間
　
11
月
30
日
（
土
）
ま
で

　
軽
く
体
を
動
か
し
て
、
楽
し
く

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
6
日
（
金
）
午
前
11

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
潮
湯
の
里
夕
陽
館

☎
５
２
・
３
３
５
３

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
者
二
世
の

人
で
、
希
望
者
を
対
象
と
し
た
健

康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
す
。
県
内
45
の
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
実

施
期
間
や
受
付
方
法
な
ど
は
、
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

場
所
　
宗
像
水
光
会
総
合
病
院

期
間
　
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

月
曜
〜
木
曜
日
、
令
和
２
年
２
月

27
日
（
木
）
ま
で

受
付
時
間
　
午
後
２
時
集
合
　

※
要
予
約

問
い
合
わ
せ
　
県
が
ん
感
染
症
疾

病
対
策
課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
２
６
７

　
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
昔
話
を
語

り
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

日
時
　
12
月
７
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度

場
所
　
市
立
図
書
館

問
い
合
わ
せ
　
た
ん
ぽ
ぽ
語
り
の

会
髙
﨑
さ
ん
☎
５
２
・
４
８
２
８

　
英
語
の
基
本
や
日
常
的
な
英
会

話
、
海
外
文
化
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
や
見
学
も
で

き
ま
す
。
会
費
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
１
時

〜
、
午
後
７
時
〜

場
所
　
市
中
央
公
民
館

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
マ
リ
ア
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
☎
０
８

０
・
５
２
０
３
・
３
０
０
２

①
定
例
検
査
の
時
間
延
長

②
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査

①
②
共
通

ギ
ャ
ラ
リ
ー
夕
陽
館

押
し
花
ア
ー
ト
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
夕
陽
館

押
し
花
ア
ー
ト
展

り
ん
き
ん

被
爆
者
二
世
の
か
た
の

健
康
診
断
を
実
施

福
岡
矯
正
展
を

開
催

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

ご
案
内

市
内
の
医
療
機
関

Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
な
ど
を

実
施

ア
イ
ヌ
の
か
た
の
た
め
の

相
談
窓
口
を
開
設
中

夕
陽
館
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
を

開
催

英
会
話
教
室
の
受
講
生
を

募
集

い
き
い
き
介
護
予
防
体
操

お
風
呂
の
日

毎
週
土
曜
日
は

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

毎
週
土
曜
日
は

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

毎
週
木
曜
日
は
シ
ル
バ
ー
デ
ー

　11月22日（金）から、市が寄贈を受けて改修した建
物、津屋崎千軒古民家に「猫ル百貨店」が新たにオー
プンします。落ち着いた雰囲気の店内に、店主である
岩永美保さんが、全国各地で集めた小道具や、ハンド
メイド雑貨が並ぶ他、手づくりのお菓子やドリンクも
楽しむことができます。今後、イベントやワーク
ショップも開催予定ですので、ぜひお越しください。
開館日時　10:00～17:00　※休館日は火曜日で、火曜
日が祝日の場合は翌日
場所　津屋崎４丁目12-23　※近隣に専用駐車場有り
問い合わせ　津屋崎千軒古民家☎52・4234

ねこ る  ひゃっか てん

いわなが  み   ほ

津屋崎千軒古民家に

          　　　  が

オープンします

新しいお店
 市は3月、株式会社山口油屋福太郎と包括連携協定を締結し
ました。これに基づき、福津産の天然真鯛やノリなどの風味
を効かせ、福津の名物鯛茶漬けのおいしさを凝縮させた「福
津めんべい（鯛茶漬味）」を現在販売しています。「手みや
げや ふくつ本舗」の他、市内各所で購入できます。福津の宣
伝を兼ねてちょっとした手土産にいかがですか。お歳暮にも
最適な一品です。また、ふくつ本舗では他にもたくさんの福
津土産を用意しています。
営業時間　9：00～17：00　※火曜日は定休日
問い合わせ　手みやげや ふくつ本舗　中央6-11-39 ☎51・
3181

福津の手土産 「福津めんべい」大好評

広報ふくつ　12

情報広場
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※ご協力ありがとうございました。今後の広報ふくつの
　紙面づくりに活用させていただきます。

紙面の感想、福津市に住んで思ったこと、こうなったら
いいなと思うことなど自由にご記入ください。

Ｑ 

３

今月号でよかったのは、どの記事ですか。3つまでご記入ください。

１.すくすくふくつっ子（表紙）

２.税に関する大切なお知らせ　３.人権週間　

４.男女共同参画　５.郷育かわら版

６.応援しよう！柔道ルーマニアチーム

７.心の歌　８.地域の日　９.囲碁、将棋大会の結果　

10.なかよし通信　11.観光情報

12.情報広場　13.環境掲示板（裏表紙）　14.カレンダー

Ｑ
１

今月号でよくなかったのは、どの記事ですか。3つまでご記入ください。Ｑ
２

　広報ふくつおしらせ版は、主に行政や各種団体
からのお知らせ記事を掲載しています。紙面のこ
とや日々の生活のことなど、皆さんの声をお聞か
せください。いただいたご意見、ご質問などは紙
面でご紹介させていただく場合があります。

広報
みんなと市のいい関係

おしらせ版
Public Relations

　8月から9月までの1カ月間、広報ふくつ
に関する課題解決型インターンシップに
取り組んでくれた福岡工業大学の学生2
人。先日、大学で行われたその報告会では
「人の温かさを知る機会になった」と話
してくれました。広報は特に、人とのつな
がりがなければ成り立たない仕事だと私
は思います。ほんの一部ではありますが、
広報の仕事を知ってもらう機会になった
と思い、私自身も改めてそのことに気付
かされました。　　　　　　 吉竹　泰地

編集後記

市長日記
　組織の長として、保育所、幼稚園、
市役所等で働く全職員が、やりがいを
感じ、理想を持って職務にあたれてい
るだろうか、と最近つとに気にかかり
ます。本市発展の志と理想を持ってく
れている職員個々の職務が滞ることの
ないよう、私には、あらゆる手立てで
歳入増に努める等の経営判断をしてい
く責任があります。
　同時に、私には、政治家として市民
の負託に応えなければならない大きな
使命があります。選んでいただいた際
に、市と市民に必ず有益となると確信
した約束が公約であり、これへの邁進、
実行こそ重責ととらえ今日に至ります。
　全国随一の人口増が続く本市は今、
市政運営上の大きな転換の時期を迎え
ています。教育、福祉施策等の実行に
つき、説明と説得を行う時期にきてい
る責任を感じている今日この頃です。

原﨑　智仁

SDGs未来都市
　市は７月、内閣府からSDGs（持続可
能な開発目標）の
達成に向けた取
り組みを先導的
に進める自治体
として「SDGs未
来都市」に選定
されました。

エスディージーズ

防災マップをスマホに！
　防災情報をスマートフォンサイト「福
津防災（防災すまっぽん！）」で提供して
います。下記のＱＲコードからアクセス
すれば、防災マップな
どの情報を簡単に見
ることができます。これ
は全国自治体初の取
り組みです。

11 15 　
期
間
中
、
さ
さ
や
か
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
１
日
（
日
）
〜
12
月

25
日
（
水
）
午
後
５
時
〜
午
後
９

時場
所
　
な
ま
ず
の
郷
と
宮
の
元
公

園問
い
合
わ
せ
　
な
ま
ず
の
郷
☎
４

２
・
８
８
０
０
、
宮
の
元
公
園
☎

５
２
・
０
９
０
１

　
技
能
習
得
を
目
的
と
し
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

講
習
期
間
　
①
令
和
２
年
２
月
28

日
〜
３
月
17
日
の
火
曜
・
水
曜
日
、

全
14
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
午
後

９
時
　
※
２
月
11
日
を
除
く

講
習
場
所
　
福
岡
商
工
会
議
所

（
福
岡
市
博
多
区
）

費
用
　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て

３
万
９
千
円

定
員
　
先
着
15
人

受
付
期
間
　
12
月
２
日
（
月
）
午

前
９
時
〜

講
習
期
間
　
①
令
和
２
年
２
月
１

日
（
土
）
、
２
月
２
日
（
日
）
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

講
習
場
所
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練

協
会
（
福
岡
市
東
区
）

費
用
　
材
料
代
、
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
と
し
て
８
８
０
０
円

定
員
　
先
着
40
人

受
付
期
間
　
12
月
２
日
（
月
）
午

前
９
時
〜

講
習
期
間
　
①
令
和
２
年
２
月
２

日
〜
６
月
14
日
の
日
曜
日
、
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
※
５
月
３
日

を
除
く

講
習
場
所
　
福
岡
商
工
会
議
所

（
福
岡
市
博
多
区
）

費
用
　
教
材
費
な
ど
と
し
て
９
万
円

定
員
　
先
着
20
人

受
付
期
間
　
12
月
３
日
（
火
）
午

前
９
時
〜

講
習
期
間
　
①
令
和
２
年
２
月
４

日
〜
２
月
18
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、

全
10
回
、
祝
日
を
除
く
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

講
習
場
所
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練

協
会
（
福
岡
市
東
区
）

費
用
　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て

望
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
詳

し
く
は
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用
　
受
講
料
無
料
　
※
テ
キ

ス
ト
代
、
資
格
試
験
受
験
料
な

ど
は
除
く

募
集
科

　
　
　
　
　
自
動
車
整
備
科
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

　
　
　
　
　
総
合
印
刷
シ
ス
テ

ム
科
、
空
調
設
備
科
、
電
気
設

備
科
、
建
築
科
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶

接
技
術
科
、
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
科
、
ア
パ
レ
ル

サ
ー
ビ
ス
科

応
募
資
格
　
科
に
よ
っ
て
定
員
、

年
齢
、
学
歴
な
ど
の
要
件
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

募
集
期
間
　
12
月
９
日
（
月
）
〜

令
和
２
年
１
月
16
日
（
木
）
　
※

第
１
回
は
受
付
終
了
。
令
和
２
年

２
月
13
日
（
木
）
か
ら
追
加
募
集

を
行
う
場
合
も
有
り

試
験
日
　
令
和
２
年
１
月
24
日

（
金
）

入
校
日
　
令
和
２
年
４
月
10
日

（
金
）

試
験
・
受
講
場
所
　
福
岡
高
等
技

術
専
門
校
（
福
岡
市
東
区
）

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
高
等
技
術
専

門
校
☎
０
９
２
・
６
８
１
・
０
２

６
１

３
万
８
千
円

定
員
　
先
着
15
人

受
付
期
間
　
12
月
３
日
（
火
）
午

前
９
時
〜

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
区

職
業
訓
練
協
会
☎
０
９
２
・
６
７

１
・
６
８
３
１

　
県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
２
年
度
の
入
校
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
専
門
校
で
技
能

訓
練
や
資
格
取
得
な
ど
を
し
た
後
、

関
連
職
種
へ
の
就
職
・
転
職
を
希

場
所
　
福
間
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ふ
く
ま
り
ん
」

問
い
合
わ
せ
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
４
３
・
６
５
４
１

　
し
め
縄
作
り
教
室
を
行
い
ま
す
。

作
っ
た
し
め
縄
は
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
。

日
時
　
12
月
22
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午
　
※
受
付
午
前
８
時
45

分
〜
　

場
所
　
宮
の
元
公
園

費
用
　
１
人
５
０
０
円

定
員
　
先
着
20
人

持
参
品
　
は
さ
み
、
ペ
ン
チ

受
付
期
間
　
12
月
１
日
（
日
）
〜

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
あ
ん
ず
の

里
運
動
公
園
☎
５
２
・
０
９
０
１

公
演
名
　
オ
グ
リ

出
演
者
　
市
川
猿
之
助
、
中
村
隼

人
ほ
か

日
時
　
令
和
２
年
２
月
４
日（
火
）

午
後
４
時
30
分
〜
、
２
月
５
日

（
水
）
午
前
11
時
〜
・
午
後
４
時

30
分
〜
、
２
月
６
日
（
木
）
午
後

４
時
30
分
〜
、
２
月
10
日
（
月
）

午
前
11
時
〜
、
２
月
12
日
（
水
）

午
後
４
時
30
分
〜

場
所
　
博
多
座
（
福
岡
市
博
多

区
）

定
員
　
各
回
１
０
０
人
　
※
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
、
12
月
18
日

（
水
）
ご
ろ
に
当
選
は
が
き
を
発

送費
用
　
９
千
円
　
※
別
途
取
扱
手

数
料
と
振
替
手
数
料
が
必
要

受
付
方
法
　
は
が
き
に
代
表
者
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
公
演
日
時
（
１

通
に
つ
き
１
公
演
）
、
人
数
（
２

人
ま
で
）
を
記
入
し
、
〒
８
１
０

‐
８
７
９
９
日
本
郵
便
株
式
会
社

福
岡
中
央
郵
便
局
留
「
市
民
半
額

会
」
宛
に
郵
送

受
付
期
限
　
12
月
13
日
（
金
）
　

※
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
　
日
本
演
劇
興
行
協

会
☎
０
９
２
・
７
５
１
・
８
２
５

８

 

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
出
張
入
会
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
　
11
月
29
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
正
午

①
パ
ソ
コ
ン

「
建
築JW

_CAD

」
講
習

①
パ
ソ
コ
ン

「
建
築JW

_CAD

」
講
習

④
パ
ソ
コ
ン
「
仕
事
に
必
要
な

ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」
講
習

④
パ
ソ
コ
ン
「
仕
事
に
必
要
な

ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」
講
習

１
年
過
程

２
年
課
程

原付バイクの
ナンバープレートで

　現在乗っている原動機付自転車のナン
バープレートを新しいデザインのものと
無料で交換できることを知っていますか。
市では1月から、世界文化遺産の新原・奴
山古墳群と、福津の古墳キャラクターふ
んちゃん、古墳馬車がデザインされた
「ご当地ナンバープレート」の即日発行
を行っています。このナンバープレート
を付けて世界遺産のPRのお手伝いをお願
いします。
対象　普段、原動機付自転車を駐車して
いる場所が市内にある名義人またはその
代理人
受付方法　原動機付自転車の車体番号を
控え、現在使っているナンバープレート
と印鑑を持参
受付、問い合わせ　市税務課☎43・8117

を応援しよう世界遺産

情報広場 情報広場

広報ふくつ15

ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

博
多
座
公
演
を

半
額
で
観
劇

職
業
訓
練
生
を

募
集

②
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

①
〜
④
共
通

③
社
会
保
険
労
務
士
講
習

福
岡
高
等
技
術
専
門
校
の

入
校
生
を
募
集

宮
の
元

し
め
縄
作
り
教
室
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

出
張
入
会
説
明
会
を
開
催



　皆さんは「3days PLASTIC CHALLENGE」
を知っていますか。これは「脱プラスチック生
活」を３日間行うことで、暮らしの中のプラス
チックごみについて意識する取り組みです。多く
のプラスチックごみが海の環境や生態系に影響を
与えるなど、世界的な問題になっています。プラ
スチックごみを減らすためにマイバッグを利用し
たり、分別して再資源化することを心掛けたりと、
地球規模の環境問題に対して私たちが身近にでき
ることを考えてみませんか。
　今年の環境フォーラムは「里山・里川・里海×
里の暮らし」をテーマに、身近な環境に焦点を当
てます。さまざまな団体が行っている活動を紹介
し、皆さんに興味を持ってもらいながら、一緒に
持続可能な環境保全に取り組みましょう。
子どもも楽しめる体験イベント

　会場のイオンモール福津の１階ノースコートで
は、段ボールコンポストの講習会や生き物展示を
行います。またキッズダンスなどのステージイベ
ントや魚釣りごっこ、植物を使ったリース作り、
笹舟作り、まつぼっくりを使ったクリスマスツ
リー作りなどの工作体験を行います。２階のイオ

ンホールでは、伝統工芸津屋崎人形の絵付け体験
やマイはし作り、また市内で環境保全に取り組む
市民団体や教育機関の展示ブースを設けます。缶
バッチ作りや再生可能エネルギー体験、スタンプ
ラリーなども体験できます。詳しくは市公式ホー
ムページをご覧ください。
日時　12月14日（土）10：30～17：00
　　　※イオンホールは12：00～17：00
場所　イオンモール福津

受付期限　12月６日（金）17：00
受付、問い合わせ　市うみがめ課

第15回環境フォーラムinふくつを開催

■発行：福津市　〒811-3293 福岡県福津市中央１-１-１　☎42・1111（代表）　
■編集：まちづくり推進室 　■印刷：久野印刷株式会社

福津市ではSDGs（持続可能な開発目標）の考え方を踏まえた環境保全に取り組んでいます

市うみがめ課☎62・5019　FAX４３・9005
E-mail  umigame@city.fukutsu.lg.jp

環境掲示板

▲昨年も多くの人でにぎわいました

内容 定員費用時間

～津屋崎人形～
モマ笛絵付け体
験チャレンジ！

100円

16人、要予約

60人、要予約
※

1,000円

マイはしづくり
～絵付け体験～

13:00

～

14:30

15:00

～

17:00

内容 定員参加費時間
はじめてみません
か？段ボールコンポ
スト！（予約し、講
習を受けた先着20
人に段ボールコンポ
ストをプレゼント）

100円

無料

要予約
※

要予約、材料
がなくなりし
だい終了

※

予約不要、材
料がなくなり
しだい終了

無料

自然物でリースを
作ろう

まつぼっくりでク
リスマスツリーを
作ろう！

10:30

～

12:00

13:00

～

15:00

15:00

～

17:00

※は空きがある場合に限り、当日参加可

２階イオンホール

１階ノースコート

ス リ ー デ イ ズ ・ プ ラ ス チ ッ ク ・ チ ャ レ ン ジ

広報

冨名腰 まどかちゃん
（日蒔野６区）ふ  な こし

阿部 佐助ちゃん
（日蒔野６区）あ  べ    さ すけ

髙比良 実咲ちゃん
（大和1区）たか ひ  ら    み さき

山口 莉央ちゃん
（東福間９区）やまぐち  り  お

飯田 陸仁ちゃん
（西福間５区）いい だ　りく と

倉元 南実ちゃん
（本木区）くらもと みなみ

渡邉 銀ちゃん
（善福区）わたなべ ぎん

田中 望結ちゃん
（西福間５区）た なか  み  ゆ

石松 万奈ちゃん
（宮司２区）いしまつ　ま  な

守田 葵ちゃん
（原町１区）もり た  あおい

池見 悠真ちゃん
（原町３区）いけ み  ゆうしん

北島 駿ちゃん
（花見４区）きたじましゅん

大山 奏音ちゃん
（宮司西区）おおやま かな と

櫻井 大智ちゃん
（四角区）さくらい だい ち

小林 楓ちゃん
（原町１区）こばやしかえで

中嶋 健雄ちゃん
（大和２区）なかしま けんゆう

岡田 雄翔ちゃん
（花見４区）おか だ  ゆう と

土居 瑞季ちゃん
（日蒔野４区）ど  い   みずき

二分 楓ちゃん
（日蒔野３区）に ぶんかえで

清水 章太郎ちゃん
（日蒔野２区）し みず しょうたろう

宮﨑 陽音ちゃん
（宮司２区）みやざきはる と

河野 一ちゃん
 （原町１区）かわ の はじめ

野見山 律ちゃん
（大和１区）の  み やま りつ

堤田 一平ちゃん
（日蒔野５区）つつみだ いっぺい

矢野 蒼采ちゃん
（緑町区）や  の  あお と

私たちのまち、ふるさと福津の情報がたっぷり
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　発行月に1歳の誕生日を迎える赤ちゃんの写真を募集しています。赤ちゃんの笑顔を誕生日の記念に広報紙の表紙に飾ってみませんか。　掲載できるのは福津市に住民登録がある赤ちゃんに限ります。写真と乳幼児医療証を持って子育て支援センターなかよしにお越しください。　顔全体を真四角で囲んだとき、はみ出ない構図のプリントをご提出ください。プリントは返却しません。データでは受け付けられません。
　毎号先着27人で、受付期限は、12月生まれの赤ちゃんは11月21日（木）まで、1月生まれの赤ちゃんは12月13日（金）までです。受付、問い合わせ
子育て支援センターなかよし（ふくとぴあ）☎35・8382休館日　月曜日、第2土曜日とそれに続く日曜日、祝日

赤ちゃんの写真を募集！
１歳を迎える

すくす
く

すくす
く

1歳おめ
でとう

1歳おめ
でとうふくつっ
子

ふくつっ
子




